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世界投資適格債オープン（通貨選択型）
インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

第58期（決算日：2015年４月15日）
第59期（決算日：2015年５月15日）
第60期（決算日：2015年６月15日）
第61期（決算日：2015年７月15日）
第62期（決算日：2015年８月17日）
第63期（決算日：2015年９月15日）

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、お手持ちの「世界投資適格債オープン（通貨
選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）」は、
去る９月15日に第63期の決算を行いましたので、法
令に基づいて第58期～第63期の運用状況をまとめて
ご報告申し上げます。
　今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申
し上げます。

国際投信投資顧問株式会社は2015年７月１日に三菱
ＵＦＪ投信株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際投信
株式会社」となりました。

148051

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2020年３月13日まで（2010年４月16日設定）

運用方針
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定し
たインカムゲインの確保と信託財産の成長を目
指して運用を行います。

主要投資対象

世界投資適格債
オ ー プ ン

（通貨選択型）
インドネシア・
ル ピ ア コ ー ス

（毎月決算型）

ワールド・インベストメント・グレー
ド・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラ
ス）受益証券およびマネー・プール
マザーファンド受益証券

ワ ー ル ド・
イ ン ベ ス ト
メ ン ト ・
グ レ ー ド・
ボ ン ド ・
フ ァ ン ド

（ＩＤＲクラス）

日本を除く世界の投資適格格付け
（ＢＢＢ格相当以上）を有する社債＊

とソブリン債券
＊社債にはCoCosを含みます。

マネー・プール 
マザーファンド わが国の公社債

運用方法

・米ドルやユーロなど複数通貨（以下、「原資
産通貨」ということがあります。）建の日本
を除く世界の投資適格格付けを有する社債と
ソブリン債券に投資し、安定したインカムゲ
インの確保と、債券の値上がり益および為替
差益の獲得を目指します。

・実質的な外貨建資産に対して原資産通貨売り
／インドネシア・ルピア買いの為替取引を行
います。

主な投資制限

・投資信託証券、短期社債等およびコマーシャ
ル・ペーパー以外の有価証券への投資は行い
ません。

・投資信託証券への投資割合には、制限を設け
ません。

分配方針

毎月15日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行いま
す。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等
収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額
とします。基準価額水準、市況動向、残存信託
期間等を勘案して、分配金額を決定します。（た
だし、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わない場合もあります。）

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。
※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」
の適用対象です。
詳しくは販売会社にお問い合わせください。
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債券組入
比 率

債券先物
比 率

投資信託
証券比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

第
７
作
成
期

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
34期（2013年４月15日） 9,440 50 4.3 0.6 － 97.2 1,809
35期（2013年５月15日） 9,677 50 3.0 0.7 － 96.9 1,814
36期（2013年６月17日） 8,677 50 △9.8 0.8 － 97.1 1,556
37期（2013年７月16日） 9,037 50 4.7 0.9 － 97.1 1,519
38期（2013年８月15日） 8,704 50 △3.1 0.3 － 97.7 1,422
39期（2013年９月17日） 8,011 50 △7.4 0.3 － 97.7 1,216

第
８
作
成
期

40期（2013年10月15日） 8,112 50 1.9 0.3 － 97.7 1,178
41期（2013年11月15日） 8,141 50 1.0 0.3 － 97.6 1,143
42期（2013年12月16日） 8,007 50 △1.0 0.4 － 97.6 1,095
43期（2014年１月15日） 8,192 50 2.9 0.4 － 97.6 1,080
44期（2014年２月17日） 8,212 50 0.9 0.4 － 97.6 1,064
45期（2014年３月17日） 8,520 50 4.4 0.4 － 97.6 1,061

第
９
作
成
期

46期（2014年４月15日） 8,524 50 0.6 0.4 － 96.4 1,042
47期（2014年５月15日） 8,579 50 1.2 0.1 － 97.9 1,025
48期（2014年６月16日） 8,308 40 △2.7 0.1 － 97.9 990
49期（2014年７月15日） 8,378 40 1.3 0.1 － 97.9 953
50期（2014年８月15日） 8,508 40 2.0 0.1 － 97.9 910
51期（2014年９月16日） 8,746 40 3.3 0.1 － 97.9 901

第
10
作
成
期

52期（2014年10月15日） 8,583 40 △1.4 0.1 － 97.9 881
53期（2014年11月17日） 9,262 40 8.4 0.1 － 97.9 940
54期（2014年12月15日） 9,345 40 1.3 0.1 － 97.9 909
55期（2015年１月15日） 9,272 40 △0.4 0.1 － 97.9 872
56期（2015年２月16日） 9,255 40 0.2 0.1 － 97.9 864
57期（2015年３月16日） 9,203 40 △0.1 0.1 － 97.9 852

第
11
作
成
期

58期（2015年４月15日） 9,307 40 1.6 0.1 － 97.9 859
59期（2015年５月15日） 8,946 40 △3.4 0.1 － 97.9 815
60期（2015年６月15日） 9,037 40 1.5 0.1 － 97.9 796
61期（2015年７月15日） 8,994 40 △0.0 0.1 － 97.9 750
62期（2015年８月17日） 8,897 40 △0.6 0.1 － 97.9 718
63期（2015年９月15日） 8,315 40 △6.1 0.1 － 97.8 640

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（注２）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。

（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

本資料の表記にあたって

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。
・本報告書において、作成対象期間を当作成期という場合があります。
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債券組入

比 率
債券先物
比 率

投資信託
証券比率騰 落 率

第58期

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2015年３月16日 9,203 － 0.1 － 97.9

３月末 9,264 0.7 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年４月15日 9,347 1.6 0.1 － 97.9

第59期

（期　　　首）
2015年４月15日 9,307 － 0.1 － 97.9

４月末 9,243 △0.7 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年５月15日 8,986 △3.4 0.1 － 97.9

第60期

（期　　　首）
2015年５月15日 8,946 － 0.1 － 97.9

５月末 9,329 4.3 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年６月15日 9,077 1.5 0.1 － 97.9

第61期

（期　　　首）
2015年６月15日 9,037 － 0.1 － 97.9

６月末 8,965 △0.8 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年７月15日 9,034 △0.0 0.1 － 97.9

第62期

（期　　　首）
2015年７月15日 8,994 － 0.1 － 97.9

７月末 9,111 1.3 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年８月17日 8,937 △0.6 0.1 － 97.9

第63期

（期　　　首）
2015年８月17日 8,897 － 0.1 － 97.9

８月末 8,608 △3.2 0.1 － 97.9

（期　　　末）
2015年９月15日 8,355 △6.1 0.1 － 97.8

（注１）各期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。

（注２）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。

（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第58期～第63期：2015/３/17～2015/９/15）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ7.2％（分配金再投資ベース）の下落となり
ました。

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもの
で、ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースによ
り異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すもの
ではない点にご留意ください。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
・保有する債券からの利息収入の積み上げが、基準価額の上昇要因となりまし
た。

下落要因

・世界的に国債の利回りが上昇したことから、ソブリン債券、投資適格社債と
もに債券価格が下落し、基準価額の下落要因となりました。

・インドネシア・ルピアが円に対して下落したことが、基準価額の下落要因と
なりました。

第58期首 ： 9,203円
第63期末 ： 8,315円

（既払分配金 240円）
騰落率 ： －7.2％
（分配金再投資ベース）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

投資環境について （第58期～第63期：2015/３/17～2015/９/15）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
2015年３月中旬以降の国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りは、日銀による短期国債の買入れ
や短期国債の需給の引き締まりなどから、おおむね０％以下で推移しました。

◎投資適格債券市況
・当作成期の投資適格債券市場は、ソブリ
ン債券、社債ともに下落しました。

・世界国債市場は、米国やユーロ圏など多
くの国で利回りが上昇しました。米国で
は、底堅い経済成長などを背景に、年内
の利上げ開始が意識されたことなどが利
回りの上昇要因となりました。ユーロ圏
では、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の量的金
融緩和策などを受けインフレ期待が上昇
したことなどから利回りは上昇しまし
た。また、2015年４月中旬までの大幅な
金利低下からの反動もあり、利回りの上
昇が顕著となりました。

・投資適格社債市場は、スプレッド（国債
との利回り格差）が拡大したことに加
え、国債利回りが上昇したことから下落
しました。

◎為替市況
・インドネシア・ルピアは、弱い経済指標
が目立ったものの、当作成期の初めから
2015年７月にかけてはやや狭い値幅での
値動きとなりました。しかし、８月以降
は中国経済に対する懸念の強まりに端を
発した世界的なリスク回避の動きを背景
に新興国通貨が総じて軟調となる中、イ
ンドネシア・ルピアも対円で下落しまし
た。

（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、
前営業日の値を使用しています。

（注）第58期首を100として指数化しています。
（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前

営業日の値を使用しています。
（注）指数の詳細は後記「指数に関して」をご参照ください。
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（出所：Bloomberg、バークレイズ）

バークレイズ・グローバル総合（日本円除く）：
社債インデックス（米ドルヘッジ・米ドルベース）

シティ世界国債インデックス（除く日本、米ドルヘッジ・米ドルベース）

投資適格債券市況の推移
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インドネシア・ルピア対円レートの推移
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）＞
・当作成期を通じて、円建の外国投資信託であるワールド・インベストメント・グレード・ボ
ンド・ファンド（ＩＤＲクラス）受益証券を高位に組み入れ、マネー・プール　マザーファ
ンド受益証券にも一部投資を行いました。

＜ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）＞
・米ドルやユーロなど、複数通貨建の日本を除く世界の投資適格格付けを有する公社債に投資
を行うとともに、米ドル以外の通貨建の資産に関しては、実質的に米ドル建となるように為
替取引を行いました。また、米ドル建資産および為替取引を行った実質米ドル建資産に対し
ては、米ドル売り／インドネシア・ルピア買いの為替取引を行いました。

・社債とソブリン債券の投資比率は、当作成期を通じて、社債の投資比率を基本投資比率と比
べて低めとし、ソブリン債の投資比率を高めとしました。ただし、デュレーションを加味し
た実質的な投資比率では社債のウェイトを高めとしました。（基本投資比率は、社債75％程
度、ソブリン債券25％程度です。投資環境、流動性などを勘案し、±25％程度の範囲で投資
比率の変更を行うことがあります。）

・ソブリン債券については、相対的に利回りが魅力的である米国を比較的高位の組み入れとし
ました。

・社債については、国別では、底堅い経済成長がみられた米国を高位の組み入れとしました。
セクター別では、銀行や通信、電力セクターなどを組み入れの中心としました。また、スプ
レッド水準が魅力的であると判断した新発債の組入れも行いました。

（注）当記載は、ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作

成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じ
て、常時適正な流動性を保持するように運用を行いました。



6－　　－

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき事
項はありません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通り
とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第58期 第59期 第60期 第61期 第62期 第63期

2015年３月17日～
2015年４月15日

2015年４月16日～
2015年５月15日

2015年５月16日～
2015年６月15日

2015年６月16日～
2015年７月15日

2015年７月16日～
2015年８月17日

2015年８月18日～
2015年９月15日

当期分配金 40 40 40 40 40 40

（対基準価額比率） 0.428％ 0.445％ 0.441％ 0.443％ 0.448％ 0.479％

当期の収益 40 40 40 40 40 40

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 385 435 479 502 534 576

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファン
ドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない
場合があります。
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今後の運用方針

＜世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）＞
・引き続き、当ファンドが主要投資対象とする円建の外国投資信託であるワールド・インベス
トメント・グレード・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）受益証券に投資を行います。ま
た、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行います。

＜ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）＞
◎投資環境の見通し
・米国については、労働市場の回復をはじめ底堅い成長が示されており、利上げの開始が意識
されています。利上げ開始後は、利上げのペースが注目されます。ユーロ圏については、景
気は回復基調であり、ＥＣＢによる金融政策の継続やインフレ動向などが引き続き焦点にな
ると考えられます。

◎今後の運用方針
・引き続き、米ドルやユーロなど、複数通貨建の日本を除く世界の投資適格格付けを有する公
社債に投資を行うとともに、米ドル以外の通貨建の資産に関しては、実質的に米ドル建とな
るように為替取引を行います。また、米ドル建資産および為替取引を行った実質米ドル建資
産に対しては、原則として米ドル売り／インドネシア・ルピア買いの為替取引を行います。

・公社債の組み入れにあたっては、社債に投資妙味があると考えており、当面は社債のスプ
レッドを多めに取る戦略を維持していきます。

・社債については、国別では米国を中心に英国やユーロ圏などに幅広く投資を行う方針です。
セクター別では、需給面の改善が見込まれる通信や安定的な収益が見込まれる公益セクター
などをポジティブにみています。一方、不安定な商品市況の影響を受けやすいエネルギーや
新興国市場における収益の悪化が懸念される消費財（非市況）セクターへは慎重なスタンス
としています。また、新発債の買い付けも選択的に行う方針であり、特に相対的に割安であ
りスプレッドの縮小余地が大きいと考えられる米国の新発債を選好しています。

（注）当記載は、ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作

成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運
用を行います。
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○１万口当たりの費用明細� （2015年３月17日～2015年９月15日）

項目
第58期～第63期

項目の概要
金額 比率

(a)�信託報酬 46円 0.502％
(a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×

作成期中の日数

年間日数

（投信会社） (20) (0.216) 当ファンドの運用、受託会社への運用指図、目論見書等の作成等の対価

（販売会社） (25) (0.270) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供

等の対価

（受託会社） (�1) (0.016) 当ファンドの財産の保管および管理、投信会社からの運用指図の実行等

の対価

(b)�その他費用 0 0.002
(b)その他費用＝

作成期中のその他費用

作成期中の平均受益権口数

（監査費用） (�0) (0.002) 監査法人に支払われる当ファンドの監査費用等

合計 46 0.504

作成期中の平均基準価額は、9,086円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動
があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応

するものを含みます。
（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払っ

た費用を含みません。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除

して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。



9－　　－

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況� （2015年３月17日～2015年９月15日）

投資信託証券

決 算 期 第 58 期 ～ 第 63 期

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外国（邦貨建） 千口 千円 千口 千円

ワールド・インベストメント・グレード・
ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）

56,571 49,428 190,583 163,800

合 計 56,571 49,428 190,583 163,800

（注１）金額は受渡代金です。

（注２）口数・金額の単位未満は切り捨てです。

○利害関係人との取引状況等� （2015年３月17日～2015年９月15日）

利害関係人との取引状況

＜世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）＞

決 算 期 第 58 期 ～ 第 63 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
投 資 信 託 証 券 49 － － 163 － －

＜マネー・プール　マザーファンド＞

決 算 期 第 58 期 ～ 第 63 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 799 99 12.4 － － －

現 先 取 引（公社債） 146,406 － － 148,006 － －

平均保有割合　0.1％

（平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子投資信託の親投資信託所有口数の割合です。）
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○自社による当ファンドの設定・解約状況� （2015年３月17日～2015年９月15日）

当作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 当作成期末残高(元本) 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
20 － － 20 商品性を適正に維持するための取得

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 第 58 期 ～ 第 63 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％

（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る

利害関係人とは三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社です。

親投資信託残高

種 類
第10作成期末 第 11 作 成 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マ ネ ー ・ プ ー ル � マ ザ ー フ ァ ン ド 1,013 1,013 1,018

（注１）当マザーファンド全体の受益権口数は710,043千口です。

（注２）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。

○組入資産の明細� （2015年９月15日現在）

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
第 11 作 成 期 末

口 数 評 価 額 比 率

千口 千円 ％
ワールド・インベストメント・グレード・
ボ ン ド ・ フ ァ ン ド （Ｉ Ｄ Ｒ ク ラ ス）

790,708 627,032 97.8

合 計 790,708 627,032 97.8

（注１）比率は純資産総額に対する評価額の比率です。

（注２）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。
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○投資信託財産の構成� （2015年９月15日現在）

項 目
第 11 作 成 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 627,032 96.6

マ ネ ー ・ プ ー ル � マ ザ ー フ ァ ン ド 1,018 0.2

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 21,146 3.2

投 資 信 託 財 産 総 額 649,196 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てです。

○資産、負債、元本及び基準価額の状況

(2015年４月15日) (2015年５月15日) (2015年６月15日) (2015年７月15日) (2015年８月17日) (2015年９月15日)現在

項 目 第 58 期 末 第 59 期 末 第 60 期 末 第 61 期 末 第 62 期 末 第 63 期 末

円 円 円 円 円 円

(Ａ)資 産 864,051,790 820,250,500 812,325,783 759,816,021 732,247,378 649,196,406

コール・ローン等 21,807,414 20,881,191 22,645,801 18,939,441 27,786,410 21,145,333

投資信託受益証券(評価額) 841,125,612 797,950,543 779,861,209 734,657,714 702,742,087 627,032,201

マネー･プール�マザーファンド(評価額) 1,018,741 1,018,741 1,018,741 1,018,842 1,018,842 1,018,842

未 収 入 金 100,000 400,000 8,800,000 5,200,000 700,000 －

未 収 利 息 23 25 32 24 39 30

(Ｂ)負 債 4,691,252 4,963,261 15,418,010 9,065,626 14,068,001 8,268,081

未 払 金 100,000 100,000 － － 300,000 －

未 払 収 益 分 配 金 3,693,445 3,645,430 3,527,319 3,338,882 3,228,735 3,083,081

未 払 解 約 金 186,321 517,807 11,182,847 5,084,770 9,857,862 4,649,038

未 払 信 託 報 酬 708,448 697,036 704,822 639,235 678,495 533,679

そ の 他 未 払 費 用 3,038 2,988 3,022 2,739 2,909 2,283

(Ｃ)純資産総額(Ａ－Ｂ) 859,360,538 815,287,239 796,907,773 750,750,395 718,179,377 640,928,325

元 本 923,361,445 911,357,536 881,829,755 834,720,747 807,183,812 770,770,464

次 期 繰 越 損 益 金 △�64,000,907 △�96,070,297 △�84,921,982 △�83,970,352 △�89,004,435 △129,842,139

(Ｄ)受 益 権 総 口 数 923,361,445口 911,357,536口 881,829,755口 834,720,747口 807,183,812口 770,770,464口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,307円 8,946円 9,037円 8,994円 8,897円 8,315円

（注１）当ファンドの第58期首元本額は925,791,863円、第58期～第63期中追加設定元本額は6,292,263円、第58期～第63期中一部解約元本

額は161,313,662円です。

（注２）１口当たり純資産額は、第58期末0.9307円、第59期末0.8946円、第60期末0.9037円、第61期末0.8994円、第62期末0.8897円、第63

期末0.8315円です。

（注３）純資産総額が元本額を下回っており、その差額は第58期末64,000,907円、第59期末96,070,297円、第60期末84,921,982円、第61期

末83,970,352円、第62期末89,004,435円、第63期末129,842,139円です。

※本運用報告書作成時点において、本計算期間に係るファンドの監査は終了していません。
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○損益の状況

第58期（自2015年３月17日　至2015年４月15日）　第61期（自2015年６月16日　至2015年７月15日）
第59期（自2015年４月16日　至2015年５月15日）　第62期（自2015年７月16日　至2015年８月17日）
第60期（自2015年５月16日　至2015年６月15日）　第63期（自2015年８月18日　至2015年９月15日）

項 目 第 58 期 第 59 期 第 60 期 第 61 期 第 62 期 第 63 期

円 円 円 円 円 円

(Ａ)配 当 等 収 益 8,290,299 8,943,021 7,889,856 5,860,925 6,459,080 6,866,941

受 取 配 当 金 8,289,695 8,942,333 7,889,079 5,860,219 6,458,277 6,866,242

受 取 利 息 604 688 777 706 803 699

(Ｂ)有価証券売買損益 5,693,023 △37,493,918 4,368,145 △ 5,464,188 △10,356,986 △ 48,094,621

売 買 益 7,425,638 104,832 11,728,452 5,439,333 3,382,941 1,262,392

売 買 損 △�1,732,615 △37,598,750 △�7,360,307 △10,903,521 △13,739,927 △�49,357,013

(Ｃ)信 託 報 酬 等 △　 711,486 △　 700,024 △　 707,844 △　 641,974 △　 681,404 △　　535,962

(Ｄ)当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 13,271,836 △29,250,921 11,550,157 △　 245,237 △ 4,579,310 △ 41,763,642

(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金 △36,378,466 △26,420,596 △57,308,308 △46,599,950 △48,463,238 △ 53,670,399

(Ｆ)追加信託差損益金 △37,200,832 △36,753,350 △35,636,512 △33,786,283 △32,733,152 △ 31,325,017

(配 当 等 相 当 額) (　�2,341,422) (　�2,351,003) (　�2,330,710) (　�2,249,162) (　�2,228,671) (　　2,173,902)

(売買損益相当額) (△39,542,254) (△39,104,353) (△37,967,222) (△36,035,445) (△34,961,823) (△�33,498,919)

(Ｇ) 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △60,307,462 △92,424,867 △81,394,663 △80,631,470 △85,775,700 △126,759,058

(Ｈ)収 益 分 配 金 △ 3,693,445 △ 3,645,430 △ 3,527,319 △ 3,338,882 △ 3,228,735 △　3,083,081

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △64,000,907 △96,070,297 △84,921,982 △83,970,352 △89,004,435 △129,842,139

追加信託差損益金 △37,200,832 △36,753,350 △35,636,512 △33,786,283 △32,733,152 △�31,325,017

(配 当 等 相 当 額) (　�2,341,422) (　�2,351,003) (　�2,330,710) (　�2,249,162) (　�2,228,671) (　　2,173,902)

(売買損益相当額) (△39,542,254) (△39,104,353) (△37,967,222) (△36,035,445) (△34,961,823) (△�33,498,919)

分 配 準 備 積 立 金 33,224,374 37,351,510 39,993,591 39,694,459 40,882,276 42,240,587

繰 越 損 益 金 △60,024,449 △96,668,457 △89,279,061 △89,878,528 △97,153,559 △140,757,709

（注１）損益の状況の中で

・（Ｂ）有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

・（Ｃ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

・（Ｆ）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注２）分配金の計算過程

項 目 第 58 期 末 第 59 期 末 第 60 期 末 第 61 期 末 第 62 期 末 第 63 期 末

(ａ)配当等収益(費用控除後) 7,868,468円 8,243,007円 7,434,228円 5,218,965円 5,777,692円 6,330,990円

(ｂ)有価証券等損益額(費用控除後) 0 0 0 0 0 0

(ｃ)信託約款に規定する収益調整金 2,341,422 2,351,003 2,330,710 2,249,162 2,228,671 2,173,902

(ｄ)信託約款に規定する分配準備積立金 29,049,351 32,753,933 36,086,682 37,814,376 38,333,319 38,992,678

(ｅ)分配対象収益(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 39,259,241 43,347,943 45,851,620 45,282,503 46,339,682 47,497,570

(ｆ)分配金額 3,693,445 3,645,430 3,527,319 3,338,882 3,228,735 3,083,081

(ｇ)分配金額(１万口当たり) 40 40 40 40 40 40
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ

決 算 期 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期 第63期

１万口当たり分配金(税込み) 40円 40円 40円 40円 40円 40円

◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。
◆課税上の取り扱い
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻

金（特別分配金）」に分かれます。

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復

興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択するこ

ともできます。

※法人受益者に対する課税は異なります。

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。

※少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生

じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。

※三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

［ お 知 ら せ ］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

③2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復

興特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま

す。））の税率が適用されます。
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

指数に関して

○投資環境についてで用いた指数
※バークレイズ・インデックスは、バークレイズ・バンク・ピーエルシーおよび関連会社（バークレイ
ズ）が開発、算出、公表をおこなうインデックスであり、当該インデックスに関する知的財産権および
その他の一切の権利はバークレイズに帰属します。

※シティ世界国債インデックス（除く日本）は、Citigroup�Index�LLCにより開発、算出および公表されて
いる債券インデックスで、1984年12月末を100とする日本を除く世界主要国の国債の総合投資収益を各市
場の時価総額比率で加重平均し、指数化したものです。
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細� （2015年９月15日現在）

＜マネー・プール　マザーファンド＞

　下記は、マネー・プール　マザーファンド全体（710,043千口）の内容です。

国内（邦貨建）公社債

(１)�国内（邦貨建）公社債

作 成 期 第 11 作 成 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 400,000 400,003 56.1 － － － 56.1
(400,000) (400,003) (56.1) (－) (－) (－) (56.1)

合 計 400,000 400,003 56.1 － － － 56.1
(400,000) (400,003) (56.1) (－) (－) (－) (56.1)

（注１）（　）内は非上場債で内書きです。

（注２）組入比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。

（注３）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注４）－印は組み入れがありません。

（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注６）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとS&Pの格付けのうち高いものを採用しています。

(２)�国内（邦貨建）公社債　銘柄別

作 成 期 第 11 作 成 期 末

銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（国債証券） ％ 千円 千円

第541回国庫短期証券 － 200,000 200,000 2015/９/28

第555回国庫短期証券 － 100,000 100,000 2015/12/７

第557回国庫短期証券 － 100,000 100,002 2015/12/14

合 計 － 400,000 400,003

（注）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。



16－　　－

ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、世界投資適格債オープン（通貨選択型） インドネシア・ルピアコース（毎月決算型）が投
資対象とする外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

投 資 信 託 証 券 ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド（ＩＤＲクラス）

運 用 方 針

１．日本を除く世界の投資適格格付け（ＢＢＢ格相当以上）を有する社債とソブリン債券を中心に
投資を行います。

２．当ファンドにおいて、米ドルやユーロなど複数通貨建の資産に投資しますが、原則として以下
の為替取引を行います。

（１）米ドル以外の通貨建の資産に関しては、実質的に米ドル建となるように為替取引を行いま
す。

（２）米ドル建資産および（１）で為替取引を行った実質米ドル建資産に対して、原則として、外
国為替予約取引および直物為替先渡取引（ＮＤＦ）等を活用し、実質的にインドネシア・ル
ピア建となるように為替取引を行います。

３．投資対象国・地域における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更や資産凍結を含
む規制の導入、自然災害、クーデターや重大な政治体制の変更、戦争等の場合をいいます。）
の発生を含む市況動向や資金動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用がで
きない場合があります。

投 資 顧 問 会 社 JPモルガン・アセット・マネジメント（UK）リミテッド※

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2010年４月16日

会 計 年 度 毎年12月末

収 益 分 配 方 針 原則として、毎月分配を行います。

※JPモルガン・アセット・マネジメント（UK）リミテッド（所在地：英国ロンドン）は、1974年２月に英国において設立された運用会社で

あり、JPモルガン・チェース・アンド・カンパニー傘下の資産運用部門である「JPモルガン・アセット・マネジメント」グループに所属

しています。
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ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド

損益計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、編集および一部翻訳

したものです。

１．損益計算書

（2014年12月31日に終了する期間）

（米ドルで表示）

投資収益

受取利息

投資収益合計

費用

投資顧問料

管理報酬

会計処理および管理手数料

専門家報酬

名義書換事務代行手数料

受託者報酬

その他の費用

登録手数料

費用合計

投資純利益

実現および未実現損益：

実現損益：

投資有価証券

先物取引

外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益

未実現評価損益の純変動：

投資有価証券

先物取引

外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。



ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド

18－　　－

２．投資明細表

（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値



ワールド・インベストメント・グレード・ボンド・ファンド

25－　　－

（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年12月31日現在）

元本金額 銘柄名 純資産比率 公正価値
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（2014年12月31日現在）

先物取引

ファンド　レベルでの為替予約取引

ＢＲＬクラスにおける為替予約取引

ＡＵＤクラスにおける為替予約取引

ポジション 銘柄 限月 契約
未実現

評価損益

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年12月31日現在）

ＣＮＹクラスにおける為替予約取引

ＩＤＲクラスにおける為替予約取引

ＪＰＹクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

通貨略称
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マネー・プール　マザーファンド154024

マネー・プール　マザーファンド
《第12期》決算日2015年７月14日

［計算期間：2015年１月15日～2015年７月14日］

「マネー・プール　マザーファンド」は、７月14日に第12期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第12期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主な投資対象 わが国の公社債

主な投資制限 外貨建資産への投資は行いません。

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
８期（2013年７月16日） 10,039 0.0 91.6 － 1,854

９期（2014年１月14日） 10,042 0.0 90.4 － 1,437

10期（2014年７月14日） 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期（2015年１月14日） 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期（2015年７月14日） 10,049 0.0 85.2 － 821
（注）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
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マネー・プール　マザーファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率
騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2015年１月14日 10,047 － 84.8 －

１月末 10,048 0.0 90.5 －

２月末 10,048 0.0 92.1 －

３月末 10,048 0.0 89.7 －

４月末 10,048 0.0 95.9 －

５月末 10,048 0.0 91.7 －

６月末 10,049 0.0 88.7 －

（期　　　末）
2015年７月14日 10,049 0.0 85.2 －

（注１）騰落率は期首比です。

（注２）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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マネー・プール　マザーファンド

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第12期：2015/１/15～2015/７/14）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ0.0％の上昇となりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因 利子等収益が積みあがったことが、基準価額にプラスに寄与しました。

10,046

10,047

10,048

10,049

10,050

2015/１/14 2015/３/13 2015/５/15 2015/７/13

(円) 基準価額の推移
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マネー・プール　マザーファンド

投資環境について （第12期：2015/１/15～2015/７/14）

➢国内短期金融市場の動向

〈無担保コール翌日物金利の推移〉
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。

〈国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移〉
・2015年１月中旬以降の国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りは、日銀による短期国債の買入れ
や短期国債の需給の引き締まりなどから、おおむね０％以下で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じて、常時
適正な流動性を保持するように運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。
そのため、記載すべき事項はありません。

今後の運用方針

・引き続き、わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運用を行
います。
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○１万口当たりの費用明細� （2015年１月15日～2015年７月14日）

　当期に発生した費用はありません。

○売買及び取引の状況� （2015年１月15日～2015年７月14日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国 内 千円 千円

国 債 証 券 187,906,143 188,206,234

（注１）金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません。）

（注２）金額の単位未満は切り捨てです。

○主要な売買銘柄� （2015年１月15日～2015年７月14日）

公社債

　国内の現先取引のみであるため記載がありません。

○利害関係人との取引状況等� （2015年１月15日～2015年７月14日）

利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
現 先 取 引（公社債） 187,906 － － 188,206 － －

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における利害関係人との取引は

ありません。
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○組入資産の明細� （2015年７月14日現在）

国内（邦貨建）公社債

(１)�国内（邦貨建）公社債

決 算 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 700,000 700,138 85.2 － － － 85.2
(700,000) (700,138) (85.2) (－) (－) (－) (85.2)

合 計 700,000 700,138 85.2 － － － 85.2
(700,000) (700,138) (85.2) (－) (－) (－) (85.2)

（注１）（　）内は非上場債で内書きです。

（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注３）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注４）－印は組み入れがありません。

（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注６）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとS&Pの格付けのうち高いものを採用しています。

(２)�国内（邦貨建）公社債　銘柄別

決 算 期 当 期 末

銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（国債証券） ％ 千円 千円

第541回国庫短期証券※ － 100,000 100,000 －

第543回国庫短期証券※ － 600,000 600,138 －

合 計 － 700,000 700,138

（注１）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注２）※印は現先で保有している債券です。

○投資信託財産の構成� （2015年７月14日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 700,138 84.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 127,620 15.4

投 資 信 託 財 産 総 額 827,758 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てです。
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2015年７月14日現在）

項 目 当 期 末

円
(Ａ) 資 産 827,758,933

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 127,620,152

公 社 債(評価額) 700,138,600

未 収 利 息 181

(Ｂ) 負 債 6,266,321

未 払 解 約 金 6,266,321

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 821,492,612

元 本 817,500,936

次 期 繰 越 損 益 金 3,991,676

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 817,500,936口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,049円

○損益の状況�当期（2015年１月15日～2015年７月14日）

項 目 当 期

円

(Ａ) 配 当 等 収 益 184,600

受 取 利 息 184,600

(Ｂ) 当 期 損 益 金(Ａ) 184,600

(Ｃ) 前 期 繰 越 損 益 金 5,564,017

(Ｄ) 追 加 信 託 差 損 益 金 21,247,829

(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △23,004,770

(Ｆ) 　 計 　(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 3,991,676

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 3,991,676

（注１）損益の状況の中で

・（Ｄ）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

・（Ｅ）解約差損益金とは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

（注２）当マザーファンドの期首元本額は1,174,422,749円、期中追加設定元本額は4,420,909,775円、期中一部解約元本額は

4,777,831,588円です。

（注３）１口当たり純資産額は、当期末1.0049円です。
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フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
世界好利回りＣＢファンド�２０１３－０３�為替ヘッジあり 99,642
世界好利回りＣＢファンド�２０１３－０３�円高ヘッジ・円安追随型 99,642
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１３－１２ 99,582
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０２ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０３ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０４ 99,562
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９ 99,553
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－１２ 99,533
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１４－１２ 99,533
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１５－０３ 99,523
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）２０１５－０３ 99,523
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１５－０３ 99,523
新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 2,328,870
新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000
新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,307,246
新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 93,548
新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 11,291,577
新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989
新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,420,727
世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901
世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966
世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161
世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005
世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349
世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875
世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,987,698
日本株�2.5ブルベア・オープンⅡ（マネー・プール・ファンドⅧ） 381,773,157
マネー・プール・ファンドⅣ 1,146,607
マネー・プール・ファンドⅥ 178,814,624
マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,707
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 112,249,885
米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999
国際オルタナティブ戦略�ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略�ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型

99,562

国際オルタナティブ戦略�ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略�ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型

99,561

トレンド・アロケーション・オープン 997,308
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682

フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997
リスク・パリティαオープン 995
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215
国際�アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602
国際�アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602
国際�アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602
国際�アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602
国際�アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 44,147,576
国際・キャピタル�日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 29,025,605
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン�為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン�為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン�為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン�為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン�為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957
優先証券プラス・オープン�為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン�為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン�為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン�為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン�為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン�為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956
米国成長株オープン 996
世界CoCosオープン�為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953
世界CoCosオープン�為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953
世界CoCosオープン�為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953

合 計 817,500,936

（注４）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は以下の通りです。

［ お 知 ら せ ］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。




